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卯の花の、匂う垣根に
　　　時鳥、早も来鳴きて
　　　　　　忍音もらす、夏は来ぬ
　通潤山荘のロビーに夏をイメージした植物が飾られています。こ
れは宿泊や食事に来られた方に目でも楽しんでもらおうと、今年か
ら始められた試みです。制作に携わった村山さんは、「季節が変わ
るごとに少しずつ、中身を変化させていきたい。」と話されました。
無期限で展示されていますので、皆さま足を運ばれて、その時期の
植物を楽しまれてはいかがですか？。

卯の花の、匂う垣根に
　　　時鳥、早も来鳴きて
　　　　　　忍音もらす、夏は来ぬ



不法投棄は絶対ダメ！不法投棄は絶対ダメ！（６月は環境月間です）（６月は環境月間です）
～みんなで「不法投棄（ごみのポイ捨て）」が起きないように監視しましょう！～～みんなで「不法投棄（ごみのポイ捨て）」が起きないように監視しましょう！～

　

大
野
小
学
校
、
蘇
陽
中
学
校
の
出
身

で
現
在　

熊
本
県
立
東
稜
高
等
学
校　

生
物
部
の
部
長
で
あ
る
栗
屋
大
志
君

が
、
5
月
11
日
か
ら
16
日
に
ア
メ
リ
カ
・

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
る
「
国
際

学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」
に
日
本
代
表

メ
ン
バ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」

は
、
70
カ
国
の
高
校
生
が
英
語
で
研
究

成
果
を
発
表
し
競
い
合
う
世
界
最
大
の

科
学
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
熊
本
県
か
ら
の

代
表
派
遣
は
１
９
６
８
年
宇
土
高
校
以

来
46
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　

今
回
の
栗
屋
大
志
君
が
在
籍
す
る
生

物
部
の
研
究
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
「
日

本
学
生
科
学
賞
」
と
い
う
日
本
で
最
も

権
威
の
あ
る
科
学
研
究
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
、「
飛
翔
す
る
昆
虫
の
体
温
変
化
」

の
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
、
全
日
本
科

学
教
育
振
興
委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
の

中
か
ら
「
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」

に
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
派
遣
が

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
の
国
際
大
会
出
場

は
過
去
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
科
学
技

術
部
門
で
の
国
際
大
会
出
場
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
山
都
町
と
い

た
し
ま
し
て
も
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ

り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
今

回
、
激
励
の
横
断
幕
を
掲
げ
る
な
ど
、

地
域
住
民
を
あ
げ
て
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
に
栗
屋
大
志
君
と
ご
両
親

を
招
き
壮
行
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
今
回
の
研
究
内
容
の
説
明
、
栗
屋

君
の
小
中
学
校
で
の
活
躍
な
ど
を
、
本

人
や
ご
両
親
か
ら
詳
し
く
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
彼
の
素
直
で
粘
り
強
い

性
格
が
よ
く
わ
か
り
、
加
え
て
栗
屋
君

を
見
ら
れ
る
ご
両
親
の
ま
な
ざ
し
が
、

と
て
も
あ
た
た
か
く
印
象
的
で
し
た
。

　

山
都
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

は
町
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
子
育
て
は
、

「
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
」
と

か
「
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
か
基
本
的
な
こ
と
を
、
当
た
り
前
に

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
ま
ず

も
っ
て
大
切
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
子
育
て
環
境

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
整
備
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 
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用
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【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
結
婚
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
〜

　

今
年
度
の
結
婚
相
談
員
と
し
て
、
前
年

度
に
引
き
続
き
み
な
さ
ん
に
再
任
い
た
だ

き
、
６
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　

結
婚
相
談
員
の
仕
事
は
、
地
元
の
独
身

者
の
把
握
を
行
い
、
独
身
者
へ
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ

＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
紹
介
や
登
録
希
望
者
を
募
っ

た
り
と
、
事
務
局
と
の
橋
渡
し
的
な
存
在

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

婚
活
を
頑
張
り
た
い
！
ま
た
は
婚
活
に

興
味
が
あ
る
独
身
者
の
紹
介
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
各
地
区
、
お
近
く
の
相
談
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

次
回
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
か
ら

は
、
結
婚
相
談
員
を
お
一
人
ず
つ
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
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◎光化学スモッグとは
　春を迎え、日差しが強くなるに伴い、熊本県では『光化学スモッグ』が発生しやすい季節になります。気
温が 20℃以上で、風が弱く、晴れているのに空に白くモヤがかかる日には、光化学スモッグに注意が必要です。

◎光化学スモッグ注意報とは
　光化学スモッグが発生す
ると「目がチカチカする」「の
どがイガイガする」などの
症状が現れることがあるた
め、光化学オキシダントの
濃度が基準を超えたら「光
化学スモッグ注意報」を発
令します。注意報が発令さ
れたら屋外での運動などをやめ、できるだけ早く室内に入ってく
ださい。
　もし症状が現れたら、水道水などのきれいな水で洗眼、うがい
などを十分に行い休息して下さい。それでも回復しない場合や、
咳や頭痛などの他の症状が続く場合は、医師の診察を受けるとと
もに、役場や御船保健所、県の環境保全課までご連絡下さい。

◎光化学スモッグ注意報の発令に注意してください。
　県では、注意報の発令と同時にメールを配信する「大気環境情
報メール」サービスを行っています。是非登録いただき、注意報
が発令されたら、屋外で運動等を控えるようにお願いいたします。なお、本メールでは PM2.5 のお知らせ
も配信します。

※「光化学スモッグメール」登録方法
　「sky ＠ 123123.tv」に空メールを送信し、自動返信されるＵＲＬにアクセスして、指示に従って登録して
ください。（熊本県環境生活部環境局 環境保全課☎０９６－３３３－２２６９）

◎大気測定車によるPM2.5の調査報告（測定目的：PM2.5 について近隣地域との関係を知る）
　１月 16 日から２月 16 日まで道の駅通潤橋駐車場（標高約 450m）にて測定をおこないました。その結果、
異常は認められませんでした。また同時期に近隣の大気環境の地域測定局（甲佐町・益城町・高千穂町）で
調査された結果とほぼ同じような内容となりました。今後も日頃の天気を気にしながら大気環境に興味関心
を持ち続けましょう。　　※情報は都道府県か市町村のホームページから随時確認ができます。

光化学スモッグ発生のメカニズム

光化学スモッグにご注意 !!

【光化学スモッグのないときの空の状態】【光化学スモッグのないときの空の状態】 【光化学スモッグが発生したときの空の状態】【光化学スモッグが発生したときの空の状態】

　美しい環境は、みんなで守ることが大切です。
　不法投棄されたものは、そのまま放置されること
で、さまざまな影響とトラブルを生み出します。
　また、夏場になると悪臭や害虫の発生源となるこ
とがあります。これからも不法投棄に対しては、「し
ない」「させない」「ゆるさない」で、ひとりひとり
ができることから、行動しましょう。

※廃棄物の処理及び清掃に関する法律
　　不法投棄は５年以下の懲役若しくは 1,000 万円
以下の罰金に処し、またはこれを併科されます。

左から佐藤相談員、荒木相談員、興梠相談員、山下相談員。
※栗屋相談員、松本相談員は欠席。
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山都町図書館だより 声の灯り
ー81号ー

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

★平成 26年 6月のわくわく号運行予定★
蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
6月4日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
6月5日(木)   ブルーベリーの家（午前10時30分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
6月6日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
6月18日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　白小野（午後1時～）
　　　　　　　万坂（午後1時30分～）
　　　　　　　改善センター（午後1時40分～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
6月19日（木） 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
6月20日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
6月10日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
6月11日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

図書館情報
 －読書とは、自分の心と対話することです－

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

今月のおすすめの本

「思い出のマーニー 上・下」     
ジョーン・G・ロビンソン著

松野　正子訳
岩波少年文庫　NDC933

「アンのゆりかご ー 
        村岡花子の生涯」 
 村岡　恵理 著
 新潮社　NDC289

　ひとりの少女が戦時中に出会い、大事にしていた
一冊の本は、その少女のその後の人生を大きく変え
ることとなりました。
　名作「赤毛のアン」の翻訳者村岡花子、その生涯を
孫である村岡理恵が見つめた評論です。

　両親を亡くしたアンナは、養夫婦との生活を始めます
がなかなか打ち解けることができません。海辺の村に預
けられたアンナは、ある女の子と仲良しになります。だけ
ど、村の人たちは女の子の事を知らなくて・・・。
　アンナと不思議な少女の秘密とは。この夏アニメ映画
化され公開が予定されています。

 4月20日「子どもの読書週間」にあわせて、「図書館ミニミニおたのしみ
会」が開催されました。手遊びや、パネルシアター、大型絵本の読み語り
など、お話をみんなで楽しみました。みんなお話が大好きで、聞き入って
いました！

　今回は工作の時間もあり、ぱくぱ
く人形を作りました。
　おうちの人や兄弟で一緒に作っ
て、みんな上手に完成しました。自
分のお人形を持ってハイチーズ！

図書館ミニミニおたのしみ会が
開催されました

　昨年最も貸出された人気の本は
一般書「永遠の0」児童書・絵本
「おそざきのレオ」です。
　平成18年に出版された「永遠
の0」は昨年映画化されたことも
あり、各図書館・移動図書館で
予約が多かった本です。
　「おそざきのレオ」は読み語り
でも大人気で、子育て中の方にお
すすめの絵本です。

　清和分館に本の返却ポストが
できました。休館日などにご利用
ください。※CD、DVDは破損に
つながりますので、必ずカウン
ターでの返却をお願いします。

平成25年度
図書館貸出
 第1位発表！
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環境保全型農業直接支援対策のお知らせ環境保全型農業直接支援対策のお知らせ
　山都町では、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に
取り組む農業者に支援を行います。

環境保全型農業直接支払交付金
１．対象農業者
　　販売を目的とした生産を行う農業者、農業者グループが支援の対象となります。
　　ただし、以下の要件があります。
　　　①エコファーマー認定を受けること。（注　有機農業の取組者については特例措置あり）
　　　②農業環境規範に基づく点検を行うこと。

２．支援対象取組・・・下記の地球温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い取組

　Ⅰ　化学肥料、化学合成農薬の５割低減の取組と併せて①～⑥のいずれかを組み合わせた取組
　　①カバークロップ・・・主作物の栽培前後にいずれかの緑肥等を作付けする取組
　　②炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用・・主作物の栽培前後に堆肥を施用する取組
　　③夏期の湛水管理・・・主作物の栽培前後に２か月以上の湛水を行う取組
　　④リビングマルチ・・・主作物の畝間に麦類や牧草等を作付けする取組
　　⑤草生栽培・・・・・・主作物の園地に麦類や牧草等を作付けする取組
　　⑥冬期湛水・・・・・・冬期間の２か月以上水田に水を張る取組
　　注）上記①～⑥の取組みについては要件があります。（詳しくはお問い合わせください。）

　Ⅱ　有機農業の取組（化学肥料、農薬を使用しない取組）

３．支援の水準
　　支援単価　8,000 円 /10a（ただし、Ⅰの②の取組は　4,400 円 /10a）
　　＊支援単価は国と地方公共団体（県＋町）の合計金額です。

４．申請手続き
　　申請期間は、平成 26年６月 30日までとなります。
　　（ただし、期限までに作物の収穫が終了する場合は、収穫前までに申請をお願いします。）
　　申請時に必要な書類　①実施計画書（兼確認依頼書）、②交付申請書
　　担当課に用意してありますので、連絡をお願いします。

≪問い合わせ先≫
　　　　　　山都町役場　農林振興課　農政係　電話　７２-１１３６
　　　　　　　〃　清和総合支所　産業振興課　電話　８２-２１１１
　　　　　　　〃　蘇陽総合支所　産業振興課　電話　８３-１１１１

　国民健康保険に加入したり脱退するときには届け出をする必要があります。
　次のような場合には必要な書類をお持ちいただき、健康福祉課で手続きしてください。

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市区町村から転入したとき 印かん

職場の健康保険をやめたとき 印かん、職場の健康保険の資格喪失証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印かん、被扶養者でなくなった証明書

子どもが生まれたとき 印かん

生活保護を受けなくなったとき 印かん

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 保険証、印かん

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の保険証、印かん

職場の健康保険の被扶養者になったとき 国保と職場の保険証、印かん

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、印かん

生活保護を受けるようになったとき 保険証、印かん

〇加入の届け出が遅れると・・・
　・国民健康保険税は届け出をした月からではなく、資格を得た月の分からさかのぼって納めるこ
とになります。

　・加入の手続きが遅れてしまった期間にかかった医療費は全額自己負担になる場合があります。

〇脱退の手続きが遅れると・・・
　・脱退の手続きをしないまま、国民健康保険証を使って診療等を受けた場合、国保が負担した分
の医療費を返還していただくことになります。

　・国民健康保険税の精算ができず、請求されたままになります。

問い合わせ先　健康福祉課国保年金係（72-1173）

国民健康保険に加入または脱退するときは国民健康保険に加入または脱退するときは
14日以内に届け出を！14日以内に届け出を！
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そ
の
53

　

前
号
に
続
い
て
、
五
老
ケ
滝
周
辺
の
自

然
観
察
路
で
の
観
察
の
様
子
を
お
伝
え
し

た
い
。

　

ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
が
山
都
町
で
確
認
さ
れ

た
の
は
20
年
程
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
九
州

中
央
山
地
の
国
見
岳
周
辺
で
確
認
さ
れ
た

の
だ
が
、
そ
の
後
こ
の
地
域
に
生
息
し
て

い
た
コ
マ
ド
リ
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

外
来
種
の
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
。
現
在
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
は
里
山
へ

と
生
息
場
所
を
広
げ
て
お
り
、
他
の
在
来

の
野
鳥
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、

メ
ジ
ロ

の
群
れ

が
や
っ

て
き
た
。

メ
ジ
ロ

の
群
れ

は
急
い

で
通
り

過
ぎ
て

行
っ
た
。

移
動
し
た
方
向
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら

く
遊
歩
道
の
途
中
に
あ
っ
た
ツ
バ
キ
の
花

の
蜜
を
吸
い
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

も
う
し
ば
ら
く
こ
の
場
所
で
観
察
を
続

け
る
こ
と
に
し
た
。
メ
ジ
ロ
の
後
に
や
っ

て
来
た
の
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
だ
っ
た
。「
ツ

ピ
ー
、
ツ
ピ
ー
」
と
鳴
き
な
が
ら
、
忙
し

そ
う
に
餌
を
探
し
て
い
る
。
す
る
と
、
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
後
を
追
い
か
け
る
よ
う
に

鳥
が
や
っ
て
来
た
。

　
「
お
や
、
も
し
か
し
て
。」
急
い
で
双
眼

鏡
を
構
え
た
。
体
の
大
き
さ
が
と
て
も
小

さ
い
。
し
か
も
動
き
が
速
く
な
か
な
か
確

認
で
き
な
い
。「
も
し
か
し
て
・
・
・
。」

よ
う
や
く
双
眼
鏡
で
姿
を
捉
え
た
。
や
は

り
そ
う
だ
っ
た
。
な
ん
と
、
日
本
で
一
番

小
さ
い
野
鳥
と
さ
れ
て
い
る
キ
ク
イ
タ
ダ

キ
だ
。

　

全
長
は
10
㎝
程
で
、
頭
頂
部
の
黄
色
い

模
様
が
特
徴
だ
。
漢
字
で
は
「
菊
戴
」
と

書
く
よ
う
に
、
頭
の
上
に
菊
の
花
び
ら
を

載
せ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
命
名
さ

れ
た
。
な
ん
と
も
か
わ
い
く
美
し
い
鳥
だ
。

九
州
へ
は
冬
の
時
期
に
、
北
の
地
域
か
ら

渡
っ
て
く
る
。
山
都
町
で
は
過
去
に
観
察

記
録
が
あ
る
が
数
は
少
な
い
。
今
回
確
認

出
来
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
の
観
察
で
は
、
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ

ロ
、
オ
シ
ド
リ
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
な
ど
16

種
の
野
鳥
を

確
認
で
き

た
。
山
都
町

の
自
然
の
豊

か
さ
を
再
認

識
し
た
。

　

次
は
子
ど

も
た
ち
と
一

緒
に
観
察
し

た
い
。

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

＜不法就労防止にご協力を！＞
　外国人の方を雇用する場合は、適正な
業者からの斡旋を受け、パスポートや在
留資格の確認を確実に行い、適正な雇用
をお願いします。

春の全国交通安全運動実施結果春の全国交通安全運動実施結果
　４月６日（日）から４月１５日（火）まで、春の全国交通安
全運動が行われました。
　期間中はボランティア団体による街頭指導やキャンペーンが
行われるなど、交通事故防止に向けた取組みが数多く行われ、
その結果、山都町内における人身事故の発生件数は１件でした。
　これからも、
　○子どもと高齢者の交通事故防止
　○自転車の安全利用の推進
　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着
　　用の徹底
　○飲酒運転の根絶
　　　　　　　　　　　　　　　　をよろしくお願いします。

　県内では交通事故により、５月22日
現在で 33人（前年比－５人）の尊い命
が失われています。
  山都町内でこのような悲劇が発生しな
いよう交通ルールを守るとともに、防衛
運転に努めましょう。

＜期間中に行われた主なキャンペーン＞
　○昇り旗キャンペーン
　○飲酒運転根絶キャンペーン
　○高齢者ドライビングコンテスト

御協力ありがとうございました !

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年４月末
刑法犯 20件 （17件）

人身交通事故 8件 （6件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

犯罪・交通事故発生状況（熊本県）
事件・事故 平成26年４月末
刑法犯 3,353件 （3,975件）

人身交通事故 2,554 件 （2,795件）
交通事故死者数 27人 （32人）
※（）内は昨年同時期の発生状況

＜高齢者ドライビングコンテスト＞

：山都町役場　本庁健康福祉課
  清和総合支所健康福祉課
  蘇陽総合支所健康福祉課
  平成 26年１月１日時点で住民票が山都町にある方が対象です。
：平成26年６月２日㈪～9月２日㈫
：申請書（どちらの給付金も可能性のある方に申請書を郵送します。）
　・臨時福祉給付金・・・・税務課からの『非課税のお知らせ』の文書に同封します
　・子育て世帯給付金・・・児童手当現況届提出書類に同封します

●申請書に記載した指定口座に入金されます。
　※金融機関口座を持っていないなど、振込みによる支給が困難な場合には窓口で受け取ることができます。

●受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
●原則として、申請期間外の申請や平成 26年１月１日時点で山都町に住民票がない方の申請
　は受け付けられませんのでご注意ください。
　※DV被害者や児童福祉施設等に入所している児童等で、他の市町村から住民票を移さずに山都町にお　

　住まいの方については、山都町で申請を受け付けることができる場合がありますのでご相談ください。

●申請期間などは、各市区町村により異なります。山都町以外が申請先となる方は、事前にそ
　の市町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認するようにしてください。

｢臨時福祉給付金｣（簡素な給付措置） や ｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の
“ 振り込め詐欺 ”や “個人情報の詐取 ”にご注意ください。
ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、
郵便が届いたら、迷わず、お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話
（♯9110））に御連絡ください。

☎!

本人確認書類
　住民基本台帳カード、運転免許証、健康保険証、旅券等の写し
指定した口座が確認できる書類
　金融機関名、口座番号、口座名義人がわかる通帳やキャッシュカードの写し
（「子育て世帯臨時特例給付金」：児童手当の受取口座を指定する場合は、これらの確認書類は不要です。）

● 申 請 先

●申請期間
●提出書類

●申請方法に関するお問い合わせ
　山都町役場健康福祉課　　　　　　　　  電話： 0967 （72）1229
●制度に関するお問い合わせ
　厚生労働省　給付金に関する専用ダイヤル　電話： 0570（037）192

給付金の申請方法

給付金の受取方法

ご注意

問い合わせ先

「野鳥おもしろ図鑑（日本野鳥の会」より）

＜交通安全母の会による広報状況＞
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八重桜の下で花見を楽しみました

自分の分のおむすびをにぎりました

めったにない機会に皆さん釘付けです

馬
見
原
追
分
唄
ま
つ
り

　
４
月
29
日
、
馬
見
原
公
民
館
に
お
い

て
、
馬
見
原
自
治
振
興
区
主
催
の
第

７
回
民
謡
「
馬
見
原
追
分
唄
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
は
も
と

よ
り
宮
崎
県
か
ら
も
多
く
の
参
加
が

あ
り
約
1
3
0
名
が
三
味
線
や
尺
八

に
合
わ
せ
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
は
、
熊
本
市
の
友
田

豊
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
副
賞
に
は
馬

見
原
産
の
米
10
キ
ロ
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
馬
見
原
に
ち
な
ん
だ

「
牡
丹
賞
」
や
「「
追
分
賞
」「
白
壁
賞
」

な
ど
15
点
の
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
馬
見
原
の
商
店
街
も
ぼ
た
ん
祭

り
が
開
催
さ
れ
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

希
望
の
家
で

　
　
　

そ
ば
打
ち
体
験

　

４
月
３
日
、五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災

を
祈
る
男
成
神
社
の
祇
園
大
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。氏
子
た
ち
や
地
域
の

方
々
が
多
数
見
守
る
な
か
、少
女
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。舞
い
を
奉
納
し

た
の
は
地
元
御
岳
地
域
の
小
中
学
生

の
子
ど
も
た
ち
。練
習
期
間
は
春
休
み

に
な
っ
て
か
ら
と
短
期
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、古
式
ゆ
か
し
い
荘
厳
な
舞
い

を
扇
や
鈴
を
も
ち
優
美
に
奉
納
し
ま

し
た
。当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
見
物
人
が
神
楽
を
観
覧
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
地
元
竜
宮
太
鼓
の
奉
納

の
ほ
か
、午
後
か
ら
は
井
上
京
子
劇
団

に
よ
る
芝
居
の
上
演
も
あ
り
ま
し
た
。

　

希
望
の
家
を
皆
さ
ん
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
現
在
の
役
場
浜
町
事
務

所
近
く
に
あ
り
、
障
が
い
を
持
っ
た

方
の
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
と
い
っ
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、
目
に
見
え
る
障
が
い
か
ら
、
一

目
見
る
だ
け
で
は
全
く
分
か
ら
な
い

障
が
い
を
持
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
現
在
、
普
段
は
自
宅
と
希

望
の
家
の
行
き
来
以
外
で
、
な
か
な

か
外
の
社
会
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な

い
施
設
利
用
者
。
今
回
、
さ
つ
ま
や

の
力
を
借
り
、
そ
ば
打
ち
の
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

昼
前
に
始
ま
っ
た
体
験
は
ま
ず
、

お
む
す
び
作
り
か
ら
。
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち
の
昼
食
分
を
自
分
た
ち
で
準

備
。
そ
の
後
、
さ
つ
ま
や
の
岸
本
さ

ん
が
打
つ
そ
ば
打
ち
を
実
際
に
見

学
。
普
段
め
っ
た
に
見
る
機
会
が
な

い
そ
ば
打
ち
を
目
の
前
で
見
た
利
用

者
は
、
一
つ
一
つ
の
行
程
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

高
畑
年
祢
神
社

　
　
　

御
田
植
え
祭

　

５
月
３
日
、
高
畑
年
祢
神
社
で
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
神
楽
と
田
植
え

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
年
に
一

度
、
神
様
が
神
殿
か
ら
出
て
、
外
の

世
界
を
楽
し
ま
れ
ま
す
。
今
年
も
、

高
畑
神
社
神
楽
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
神
楽
の
奉
納
は
た
ま
に
は
笑

い
あ
り
の
神
聖
な
奉
納
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
が
田
植

え
の
衣
装
を
身
に
纏
い
、
田
植
え
神

事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
田
植
え

神
事
は
あ
ぜ
切
り
か
ら
田
植
え
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
踊
り
に
し
た
も
の

で
、
途
中
の
荒
起
こ
し
な
ど
で
は
牛

に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち
が
縦
横
無
尽

に
走
り
回
り
会
場
の
笑
い
と
大
き
な

拍
手
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

少
女
神
楽
奉
納

小
山
和
作
先
生
の

　
　
　

講
演
会
が
開
催

　

4
月
13
日
、
千
寿
苑
に
お
い
て
日

赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
名
誉
所

長　

小
山
和
作
先
生
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、

小
山
先
生
が
健
康
予
防
医
学
で
も
権

威
の
あ
る
日
野
原
賞
受
賞
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
「
大
地
に
根

ざ
す
人
と
命
」
と
題
し
て
自
然
界
と

命
の
繋
が
り
、
命
の
尊
さ
に
つ
い
て

お
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町

内
外
か
ら
、
2
0
0
名
余
り
の
参
加

者
が
あ
り
、
先
生
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

馬
見
原
東
部

老
人
ク
ラ
ブ
の
恒
例
花
見

　

４
月
23
日
、
馬
見
原
東
部
老
人
会

の
花
見
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

と
な
っ
た
の
は
、
宮
崎
県
と
の
県
境

に
ほ
ど
近
い
岩
尾
野
地
区
の
遅
咲
き

八
重
桜
の
木
の
下
。
各
家
庭
か
ら
自

慢
の
手
作
り
料
理
な
ど
を
持
ち
込

み
、
満
開
と
な
っ
た
八
重
桜
を
見
な

が
ら
、
楽
し
く
お
酒
を
酌
み
交
わ
し

ま
し
た
。
代
表
の
古
川
会
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
来
年
も
綺
麗
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
」
と
話
さ
れ
、
最
後
は
万
歳
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

明
光
保
育
園
で

　
　

元
気
み
そ
づ
く
り

　

４
月
25
日
、
明
光
保
育
園
で
味
噌

づ
く
り
の
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
味
噌
づ
く

り
は
女
性
部
矢
部
支
部
下
矢
部
班
の

協
力
の
も
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
当
日
は
年
長
児
さ
ん
が
女
性
部

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
大
豆
を
す
り

鉢
に
入
れ
、
こ
ね
た
り
、
団
子
の
形

に
し
た
り
し
て
、
味
噌
づ
く
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
味
噌
は
「
明
光
元
気

み
そ
」
と
名
付
け
ら
れ
、最
後
に
「
お

い
し
く
な
〜
れ
！
」
と
皆
で
声
を
掛

け
、
桶
の
中
に
味
噌
を
投
げ
込
み
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
半
年
程
寝
か
せ
た

後
、
給
食
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

すりこぎで大豆をすりつぶします
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通
潤
橋
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

例
年
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
県
下

２
０
０
校
余
り
の
小
学
４
年
生
が
通
潤
橋
を

見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
現
在
17
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

町
民
で
子
供
た
ち
を
迎
え
る
た
め
、
数
回
の

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
研
修
日

　

６
月
中
旬（
第
１
回
）、９
月
初
旬（
第
２
回
）

▼
案
内
期
間

　

９
月
か
ら
11
月
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
15
時
（
平
日
）

　

※
午
前
午
後
と
も
２
回
ず
つ

▼
場
所　

円
形
分
水
、
通
潤
橋

▼
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
72

－

０
４
４
３
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う

中
小
企
業
者
向
け
相
談
窓
口

　

球
磨
郡
多
良
木
町
に
お
い
て
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、

中
小
企
業
者
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
商
工
関
係
団
体
に
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
の
融
資
制
度
（
金
融
円
滑
化
特

別
資
金
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
）
が
活

用
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
相
談
窓
口
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口

　

熊
本
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商
工
会
、

各
商
工
会
議
所
、
熊
本
県
中
小
企
業
団
体

お
し
ら
せ
版

中
央
会
、
熊
本
県
信
用
保
証
協
会

▼
相
談
対
応
内
容

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
経
営
活
動
へ
の
影

響
に
関
す
る
相
談

・
県
融
資
制
度
の
利
用
な
ど
、
金
融
に

関
す
る
相
談

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
商
工
振
興
金
融
課

　

県
融
資
制
度
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
３
１
４
）

も
の
づ
く
り
人
材
育
成
や
確
保
相
談
は

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　

県
で
は
、「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
も
の
づ

く
り
に
係
る
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」

で
は
、
も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
や
助
成
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
か

ら
は
人
材
育
成
に
関
す
る
個
別
の
相
談
も
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
主
な
活
動

◎
企
業
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
社
員
や
生
徒
、
学
生
に
見
せ
た
い
専
門
的
な
現

場
や
他
企
業
の
工
場
見
学
等
を
仲
介
し
ま
す
。

◎
人
材
の
斡
旋
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
相
談
窓

口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
を
仲
介
し
ま
す
。

◎
企
業
が
主
に
自
社
内
で
実
施
す
る
計
画
的
な

技
術
指
導
・
教
育
訓
練
に
対
し
、
外
部
講
師

を
派
遣
す
る
な
ど
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
０
９
６

－

２
８
９

－

２
４
３
８
）

登
記
相
談
所
の
開
設
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相

談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。土
地
・
建
物
等
の
売
買
、

贈
与
、
相
続
等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
な
お
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時

　

６
月
12
日
㈭

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

千
寿
苑

▼
予
約
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

　
（
音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町

　

 

相
談
予
約
と
お
申
し
出
下
さ
い
。）

▼
今
後
の
相
談
日

　

10
月
９
日
㈭　

平
成
27
年
２
月
12
日
㈭

　
【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

無
料
人
権
相
談
所
開
設

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
無

料
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
町
内
に

お
け
る
相
談
所
は
、
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

６
月
２
日
㈪　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場
（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
矢
部
地
区

　

山
都
町
中
央
公
民
館
（
片
山
節
子
、
赤
星

　

光
洋
、
渡
邊
加
代
子
）

▽
清
和
地
区

　

清
和
総
合
支
所（
山
村　

泰
之
、黒
木
博
子
）

▽
蘇
陽
地
区

蘇
陽
総
合
支
所（
工
藤
佐
保
子
、菅
原
健
二
）

【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

ひ

と

り

親

の

方

へ

介
護
職
員
初
任
者
研
修

▼
日
程　

７
月
５
日
㈯
〜
12
月
６
日
㈯

　

※
期
間
中
計
23
回

▼
場
所

　

熊
本
県
母
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り
会
館

　
（
熊
本
市
東
区
錦
ヶ
丘
）

▼
対
象

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、
寡
婦

○
講
習
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方

○
講
習
終
了
後
、
介
護
の
業
務
に
就
業
す
る

　

こ
と
を
希
望
す
る
方

▼
定
員　

25
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
託
児　

２
歳
〜
小
学
低
学
年（
要
事
前
相
談
）

▼
費
用　

６,
０
６
８
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
締
切　

６
月
13
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

家
畜
人
工
受
精
に
関
す
る
講
習
会

　

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
講
習

ご
希
望
の
際
は
６
月
20
日
ま
で
に
、
熊
本
県

上
益
城
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課
へ

受
講
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
家
畜
の
種
類　

牛

▼
期
間

　

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
26
日
㈫ 

　
（
８
月
14
日
〜
15
日
、並
び
に
土
、日
曜
日
を
除
く
20
日
間
）

▼
修
業
試
験　

８
月
５
日
㈫
、
８
月
26
日
㈫

▼
開
催
場
所　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校（
合
志
市
栄
）

▼
人
員　

30
人
程
度

　
（
県
立
農
業
大
学
校
学
生
10
人
程
度
を
含
む
。）

▼
手
数
料

　

３
２,
０
０
０
円（
受
講
を
決
定
し
た
後
徴
収
）

▼
そ
の
他

　

受
講
申
込
書
及
び
業
務
計
画
書
様
式
に
つ

い
て
は
、
農
林
振
興
課
及
び
各
総
合
支
所

産
業
振
興
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
【
農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）】

金

婚

夫

婦

表

彰

　

熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
の
「
金
婚
夫
婦
表

彰
」
の
対
象
者
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
次
の

期
間
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
、
区
長
、
組

長
さ
ん
又
は
世
話
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ

募

集

相

談

窓

口

講

演
・

講

習

い
。
ご
不
明
な
点
は
、
総
務
課
総
務
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
期
間

　

昭
和
39
年
１
月
１
日

〜
昭
和
39
年
12
月
31
日

▼
届
出
締
切
日

　
６
月
25
日
㈬
【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

労

働

保

険

年

度

更

新

　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納

付
（
労
働
保
険
年
度
更
新
）
の
期
間
は
、
６

月
２
日
（
電
子
申
請
は
６
月
１
日
）
か
ら
７

月
10
日
ま
で
で
す
。
熊
本
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
室
又
は
労
働
基
準
監
督
署
、
日

銀
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
等
で
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
６
月
27
日
か
ら

７
月
９
日
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開
催
す
る

集
合
受
付
会
場
（
日
程
は
事
業
主
の
皆
様
に

送
付
し
ま
す
）
に
お
い
て
も
申
告
で
き
ま
す
。

　

申
告
さ
れ
る
際
に
は
「
労
働
保
険
概
算
・

確
定
保
険
料
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
持
参
く
だ
さ
い
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、「
国
」

が
職
権
で
申
告
納
付
す
べ
き
正
し
い
労
働
保
険

料
の
額
を
決
定
し
た
上
で
追
徴
金
を
徴
収
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
告・

納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
総

称
）
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
皆
様
で
、

ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
御
相
談
の
上
、

速
や
か
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
年
度
更
新
申
告
書
の
記
載
方
法

　
（
０
１
２
０

－

９
９
５

－

９
８
６
）

▽
そ
の
他
「
年
度
更
新
」
に
つ
い
て

　

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
（
０
９
６

－

２
１
１

－

１
７
０
２
）

　
【
商
工
観
光
課
（
72

－

１
１
５
８
）】

山
都
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

全

体

見

直

し

に

伴

う

個
別
見
直
し
の
受
付
停
止

　

町
で
は
、
今
年
度
に
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
（
通
称
、
農
振
）
の
全
体
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
全
体
見
直
し
に
係
る
手
続
き
に

伴
い
、
現
在
、
年
２
回
（
５
月
、
11
月
）
行
っ

て
い
る
個
別
見
直
し
（
農
振
除
外
・
編
入
）

を
今
年
度
は
、６
月
30
日
ま
で
の
受
付（
１
回
）

と
し
、
以
降
は
停
止
い
た
し
ま
す
。

▼
個
別
見
直
し
受
付
停
止
期
間

　

７
月
１
月
㈫
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

▼
個
別
見
直
し
受
付
再
開
時
期

　

平
成
27
年
度
５
月
期
分
（
４
月
）
か
ら
再

　

開
し
ま
す
。

▼
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　

同
計
画
は
、
優
良
な
農
地
を
保
全
し
、

農
業
振
興
の
た
め
の
各
種
施
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
「
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
概
ね

10
年
先
を
展
望
し
た
農
業
振
興
の
基
本
と

な
る
計
画
で
す
。

▼
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
編
入

　
　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
農
地

以
外
の
目
的
に
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
他
の
目

的
（
住
宅
・
駐
車
場
な
ど
）
に
利
用
す
る

場
合
は
、「
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
」

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
農
振
農
用
地
区
域
の
指
定
を
行
う

際
は
、「
農
振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
」
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
用
途
区
分
の
変
更

　
　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、
農
業
用

施
設
（
畜
舎・堆
肥
舎・農
機
具
格
納
庫
な
ど
）

と
し
て
利
用
す
る
た
め
な
ど
、
農
業
上
の
用

途
を
変
更
す
る
場
合
は
、「
用
途
区
分
の
変

更
」
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て

は
、
除
外
の
要
件
を
満
た
し
た
上
で
、
他

法
令
の
許
可
の
見
込
み
が
な
い
と
除
外
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
土
地
の
選
定
に
つ
い
て

お

知

ら

せ

は
十
分
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課
（
72

－
１
１
３
６
）

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
に
注
意

　

猛
毒
を
も
つ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
の
生
息
が
県

内
の
海
水
浴
場
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
ダ
コ
に
咬
ま
れ
る
と
呼
吸
困
難
に
繋
が

る
麻
痺
を
起
し
、
死
に
至
る
事
も
あ
り
ま
す
の

で
、
食
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
絶
対
に
触
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
の
特
徴

　

①
体
長
10
㎝
ほ
ど
の
小
型
の
タ
コ
で
す
。

　

他
の
タ
コ
と
同
様
に
体
色
を
素
早
く
変

　

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲
の
岩
や

　

海
藻
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
ま
す
が
、

　

刺
激
を
受
け
る
と
青
い
輪
や
線
の
模
様

　

の
あ
る
明
る
い
黄
色
に
変
化
し
ま
す
。

②
日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
か
け
て
西
太

平
洋
熱
帯
域
・
亜
熱
帯
に
分
布
し
、
浅
い
海

の
岩
礁
、
砂
礫
底
に
生
息
し
ま
す
。
平
成
21

年
ご
ろ
か
ら
九
州
北
部
の
福
岡
・
佐
賀
・
長

崎
・
大
分
で
目
撃
さ
せ
て
お
り
、
警
戒
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
４
月
上
旬
に
は

有
明
の
海
岸
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
咬
ま
れ
た
時
は

　

症
状
が
無
く
て
も
、
必
ず
医
療
機
関
を
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所
（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
０
１
６
）

　
県
健
康
危
機
管
理
課
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
４
８
）

　
【
住
民
環
境
課
（
72

－

０
７
６
７
）】

山
都
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

任
期
満
了
に
よ
る
山
都
町
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
が
、
７
月
８
日
告
示
、
７
月
13

日
投
票
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
届
出
な
ど

を
円
滑
に
行
う
た
め
、
関
係
者
は
出
席
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
〜

▼
場
所　

中
央
公
民
館　

大
研
修
室

▼
内
容　

立
候
補
届
出
の
手
続
き
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
（
72

－

１
１
１
１
）

山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

山
崩
れ
が
起
こ
る
場
所
、
危
険
個
所
を
よ
く

注
意
し
て
み
る
と
、
危
険
信
号
と
思
わ
れ
る
変

化
が
現
れ
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
普
段
か

ら
注
意
し
て
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
に
つ
い
て
も

日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
確
認
し
、

降
雨
時
に
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
に
十
分

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
危
険
信
号
を
感
じ
た
ら
、連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
危
険
信
号

　

①
川
が
に
ご
り
、
流
木
が
混
ざ
っ
て
い
る
時

　

②
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
水
位
が
下
が
っ
た
時

　

③
山
の
木
が
傾
い
た
り
斜
面
に
亀
裂
が
あ
る
時

　

④
山
の
斜
面
か
ら
石
が
転
が
り
落
ち
て
き
た
時

　

⑤
枯
れ
た
こ
と
が
な
い
湧
水
が
止
ま
っ
た
時

　

⑥
湧
水
が
急
に
増
え
た
時

　

⑦
井
戸
水
が
濁
っ
て
き
た
時

　

⑧
地
鳴
り
が
聞
こ
え
て
き
た
時

▼
連
絡
先　

農
林
振
興
課
（
72

－

１
１
３
６
）

　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

　
（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
３
３
３
）

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
、

食
の
持
つ
多
様
な
役
割
な
ど
、
家
族
や
身
近
な

人
と
「
食
」
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

県
は
、「
く
ま
も
と
食
で
育
む
命
・
絆
・
夢

プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食
生
活
・
食
育
推
進
計

画
）」
に
基
づ
き
、
食
育
の
取
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
５
２
）
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保健センターだより
6 月４日 ( 水）～ 6月 10 日（火）は歯と口の健康週間です。むし歯や歯周病の予防や、早期発見・早期治療すること

により歯の寿命と健康寿命を伸ばすことを目的に、この健康週間は定められています。
皆さんは8020運動って知っていますか？8020運動とは「80歳になっても20本以上自分の歯を保とう」とすることです。

20 本以上の自分の歯があれば食生活にはほぼ満足することができると言われています。そのため「生涯自分の歯で食べ
る楽しみを味わえるように」との願いをこめてこの運動が始まりました。妊婦の胎内にいる頃から歯の元は作られており、
生まれて高齢になるまでの全ての年代でおいしく食べられる食生活を送り続けるためには健康な歯を保つことが大切で
す。ぜひあなたも 8020 を目指してみてください。
山都町では１月～２月にかけて 8020 の方をお調べをし、42 名の方がおられることがわかりました。２回にわけてご

紹介したいと思います。

　8020達成者紹介

歯が残せた理由
・親が立派な体に生ん
でくれたこと

歯が残せた理由
・父親も 87 歳で 20 本
以上歯があった

・１日２～３回歯みが
きをし、あまり　甘
いものを食べない

歯が残せた理由
・歯みがきを朝・夜２
回は必ずすること

・兄、妹、息子、娘も
歯が強いので体質か
な。

歯が残せた理由
・特にないが、１日 3
回歯みがきしてい
る。

歯が残せた理由
・特にないが、１日 3
回歯みがきしてい
る。

歯が残せた理由
・何もないが、１日 3
回は歯みがきを　て
いる。

歯が残せた理由
・祖父が厳しく、4 歳
くらいから魚は丸ご
と食べさせられてい
た。

・今は１日３回歯みが
きをしている

歯が残せた理由
・１日３回歯みがき粉
なしで歯をみがいて
いる

・歯間ブラシも使って
いる

歯が残せた理由
・１日２回歯みがきを
している

・ヨーグルトや小魚な
どのカルシウムの摂
取を心がけている

歯が残せた理由
・特にないが、子ども
の頃は砂糖は配給で
お盆と正月にはごち
そう（白米）だった。

歯が残せた理由
・むし歯になったら、
すぐ治療に行ってい
た。

・毎食後必ず歯みがき
をして、その後は飲
食しない。

歯が残せた理由
・むし歯になったらす
ぐに治療をしたし、
今でも 4 ヶ月に１回
は定期受診してい
る。１日 2 回は歯み
がきもする。

歯が残せた理由
・子どもの頃から甘い
ものはなく、粗食で
育ったから

歯が残せた理由
・朝１回歯みがきして
いる

・歯が痛いときはすぐ
歯医者さんに行って
いる。おやつをあま
りしない。

歯が残せた理由
・子どもの頃から甘い
ものを食べていない

・子どもの頃はあまり
歯みがきもしていな
かったが、16 歳ごろ
から歯をみがくよう
になった

・規則正しい生活をし
ている

歯が残せた理由
・食生活においてなる
べく偏らないように
してきた。

・歯みがきを朝、晩食
後に磨くことがいい
気がする。

歯が残せた理由
・親からもらった歯が良
かった夜に時間をか
けて歯をみがくこと

歯が残せた理由
・子どもの頃はおやつ
はいもや、からいも
だった。若い頃から、
歯医者でよく手入れ
をしていた。

歯が残せた理由
・毎日３回歯みがきを
する

・規則正しい生活をし
ている

歯が残せた理由
・歯間ブラシもここ２
～３年使っている

・昔から固いものが好
きで、スルメとかよ
くかんで食べていた

歯が残せた理由
・朝・夕は歯みがき粉
をつけてみがくが、
昼は歯ブラシのみで
みがく

・歯間ブラシを財布に
入れて常に持ちある
き使っている。

歯が残せた理由
・歯みがき粉は塩入り
のものをずっと使っ
ている

歯が残せた理由
・固いものが好きで、
よくかんで食べてい
た。間食はしない。
規則正しい。

歯が残せた理由
・毎日歯をみがき、朝
夕はうがいもしてい
る。母も歯が強かっ
た。

歯が残せた理由
・歯の質が良かったの
だろう。１日 3 回食
後は歯みがきをす
る。

歯が残せた理由
・食後は歯をみがき、
歯を大事にしてき
た。

・４ヶ月に１回歯医者
さんに歯のお掃除に
通っている
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な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
続
い
て
い
る
の
で
す
か
？

な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
続
い
て
い
る
の
で
す
か
？

第
一
に
、
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
明
治
政
府
は
い
わ

ゆ
る
「
解
放
令
」
を
発
布
し
、
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
は
法

律
や
制
度
の
う
え
で
は
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
翌
年
作
成
さ

れ
た
「
壬じ

ん
し
ん申
戸
籍
」
に
は
依
然
と
し
て
差
別
呼
称
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
国
が

閲
覧
禁
止
通
達
を
出
す
ま
で
、
差
別
に
利
用
さ
れ
て
き
た

こ
と
。

第
二
に
、
明
治
政
府
が
被
差
別
部
落
の
人
々
に
、
よ
り
広

く
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
を
保
障
す
る
具
体
的
な
施
策

を
と
ら
ず
、
厳
し
い
差
別
と
貧
困
の
中
で
、
社
会
的
地
位
の

向
上
を
阻
ま
れ
て
き
た
こ
と
。

第
三
に
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
現
憲
法
で
義
務
教
育
無

償
が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
９
６
０
年
代

に
被
差
別
部
落
の
人
々
を
中
心
と
し
た
闘
い
に
よ
っ
て
教
科

書
が
無
償
と
な
る
ま
で
、
差
別
と
貧
困
に
よ
り
学
校
教
育
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
。

第
四
に
、
日
本
社
会
は
近
代
的
な
市
民
社
会
の
性
格
を
求

め
つ
つ
も
、
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
封
建
的
な
「
家
」
意

識
に
基
づ
く
家
柄
・
格
式
を
重
ん
ず
る
考
え
方
が
残
り
、
上

下
関
係
や
支
配
・
服
従
関
係
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
。

第
五
に
、
日
本
人
の
精
神
風
土
の
中
に
、
個
人

の
自
由
意
思
を
基
盤
に
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、

伝
統
や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
た
り
、
昔
な
が
ら
の
迷

信
や
女
性
蔑
視
な
ど
の
不
合
理
な
偏
見
を
無
批
判

に
受
け
入
れ
た
り
し
て
し
ま
う
風
潮
や
け
が
れ
意

識
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
、
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
諸
要
因
が
、「
同

和
」
問
題
を
現
在
ま
で
未
解
決
の
ま
ま
温
存
さ
せ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

　

●
明
治
の
解
放
令
と
壬
申
戸
籍

　

●
明
治
の
解
放
令
と
壬
申
戸
籍

　

明
治
政
府
は
、
西
欧
近
代
国
家
に
一
日
も
早
く
追
い
つ
く

た
め
に
、「
殖
産
興
業
」、「
富
国
強
兵
」
政
策
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
封
建
的
な
諸
制
度
を
廃

止
し
、
経
済
活
動
を
活
発
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
で
、
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
に
は
江
戸
時
代
の

身
分
制
度
を
廃
し
、
貴
族
・
大
名
を
華
族
、
武
士
を
士
族
、

農
民
・
町
民
を
平
民
と
し
ま
し
た
（
四
民
平
等
）。

　

さ
ら
に
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
は
、
平
民
よ
り
低
い

身
分
の
呼
称
を
廃
止
し
、
身
分
と
職
業
が
平
民
と
同
様
に
扱

わ
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
太
政
官
布
告
を
発
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
ま

で
の
身
分
制
度
は
、
法
律
や
制
度
の
う
え
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
解
放
令
」
は
、
被
差
別
部
落
の
人
々
に

対
す
る
生
活
の
向
上
を
実
質
的
に
保
障
す
る
具
体
的
施
策
を

何
も
伴
わ
な
い
、
形
式
的
・
表
面
的
な
も
の
で
し
た
。
逆
に
、

身
分
や
職
業
が
平
民
童
謡
と
な
っ
た
こ
と
で
地
租
そ
の
他
の

負
担
が
課
せ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
専
業
と
さ
れ
て
き
た
部
落
産

業
へ
も
大
資
本
が
進
出
し
た
結
果
、
被
差
別
部
落
の
人
々
は

以
前
に
も
ま
し
て
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
国
民
の
間
に
も
解
放
令
反
対
を
要
求
の
中
に
掲
げ

た
農
民
一
揆
が
起
こ
っ
た
り
、
近
代
国
家
確
立
の
た
め
に

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
つ
く
ら
れ
た
、
我
が
国
初
め
て

の
全
国
的
な
戸
籍
、
い
わ
ゆ
る
「
壬
申
戸
籍
」
に
差
別
呼
称

が
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
被
差
別
部
落
に
対
す
る

差
別
意
識
は
根
強
く
残
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

●
迷
信
・
因
習

　

●
迷
信
・
因
習

　

非
科
学
的
か
つ
不
合
理
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代

に
お
い
て
も
物
事
を
決
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
判
断

基
準
と
し
て
根
強
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
迷
信
や
因
習

が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
も
の
で
は
、
日
の
吉
凶
を
示
す
も
の

と
し
て
暦
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る「
六
曜
」や
干
支
に
よ
る「
ひ

の
え
う
ま
」
な
ど
の
迷
信
や
、「
清
め
塩
」
な
ど
の
因
習
が
あ

り
ま
す
。
自
分
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
に
な
っ
た
と
き
、
こ

の
よ
う
な
迷
信
・
因
習
に
と
ら
わ
れ
る
考
え
方
が
、
差
別
意

識
の
解
消
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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▼
清
和
短
歌
会

美
し
い
自
然
と
空
気
人
情
の

　
　

吾
れ
の
ま
わ
り
に
子
ら
の
声
な
く 

兼
瀬　

哲
治

隣
人
が
手
折
り
て
く
れ
し
バ
ラ
の
花

　
　

朝
の
挨
拶
良
き
こ
と
誘
う 

野
中
ま
ち
子

税
上
が
り
年
金
下
が
る
今
の
世
は

　
　

そ
こ
は
か
と
な
く
心
み
だ
る
る 

米
田　
　

定

▼
馬
見
原
酔
山
会

春
動
く
新
人
の
声
大
き
く
て 

渡
辺　

勝
子

愛
で
る
人
ま
た
入
れ
替
り
藤
の
花 

畑
野
フ
ミ
ヨ

ふ
ら
こ
こ
を
漕
ぐ
子
立
っ
た
り
座
っ
た
り 

岩
永　

周
子

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

人
声
に
軽
鴨
の
子
の
隠
れ
け
り 

今
村　

芳
子

も
の
の
芽
の
一
つ
一
つ
に
神
宿
る 

赤
澤
冨
美
子

雪
解
水
た
ゝ
へ
て
ダ
ム
の
眩
し
か
り 

原
田　

和
子

講
演
で
ダ
ウ
ン
症
児
を
持
つ
親
の

　
　

心
境
を
聞
く
涙
流
し
て 

田
代　

エ
ミ

春
近
し
夜
明
け
早
ま
り
柔
ら
か
き

　
　

陽
ざ
し
に
草
木
芽
吹
き
初
め
た
り 

山
下　

弘
子

ノ
ー
マ
ル
の
タ
イ
ヤ
で
走
る
雪
道
は

　
　

ス
リ
ル
満
点
寿
命
も
縮
む 

本
田
健
二
郎

▼
通
潤
句
会

経
巻
を
運
び
し
国
の
黄
砂
か
な 

菊
池　

成
河

山
城
は
薩
摩
の
備
え
青
嵐 

中
村　

暢
子

臼
杵
路
の
み
佛
つ
つ
む
若
葉
光 

菊
池　

幸
子

６月の当番医
６月  1 日　そよう病院（電話83-1122）
６月  8 日　高田整形外科（電話72-1007）
６月 15日　坂本クリニック（電話72-0210）
６月 22日　伴 病 院（電話72-0029）
６月 29日　野 田 医 院（電話72-0307）

山都町の人口
〔平成26年４月30日現在〕

男　　8,079人  （－20）
女　　8,667人  （－20）
計　 16,746人  （－40）
世帯   6,714戸  （＋13）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年４月の出生者数
　８人（今年の出生者数　21人）
※平成26年４月の死亡者数
　24人（今年の死亡者数　136人）

～ ６月ギャラリーのご案内 ～

「フォトサークル
山都写真展」

平成26年６月２日（月）　　
　　　　～30日（月）まで

水曜日定休日

　私達会員が、町内外を問
わずテーマも絞らず撮り歩
いた自然・景勝地・山林・
棚田・花などの写真を展示
します。（約 30点程）

【出展者】　　　　　　　
フォトサークル山都

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

和
光
教
室
書
道
部
の
吉
良
美
也
子
さ
ん
（
下
市
）
作

先月まで綺麗に咲いていた春の花もなくなり、綺麗な新緑の
季節となりました。これまで春の植物が綺麗なのであまり気にも
していなかったこの新緑ですが、とある方に、「この時期の緑は
硬い感じではなくて、柔らかい優しい感じがする。」と言われ、
改めて見てみると本当にそうだなぁって思います。端から、「こ
れはこうだ！」と断定して物事を見るのではなく、柔軟に見てみ
ると、同じものでも結構違って見えてくるものだなと思い知らさ
れました。
話変わりまして、先日、自分の不摂生により発熱し四日間寝

込んでしまいました。取材などが連日続く時の四日間はあっとい
う間ですが、ただ家で安静にしている四日間は物凄く長く感じ、
「広報紙は今月間に合うのか！？」ばかりを気にしていました。
病は気からとよく言いますが心が病んでしまいそうでした（笑）。
こんな体験は二度としないよう、体調管理には気をつけます。そ
ろそろ梅雨時期に入ります。皆さま、ご自愛ください（㋟）。

前号の訂正とお詫び
４月 28 発行第 110 号の広報やまとにおいて誤りがあり

ました。関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。お
詫びして訂正いたします。
○ 19 ページ　お知らせ版内「まちづくり事業補助金」
　（誤）募集期限　７月 26 日（金）
　　→（正）募集期限　５月 15 日（木）
○ 24 ページ　５月カレンダー
　（誤）13 日　御岳細部
　　→（正）13 日　御岳西部
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タイトル：R218 の つつじ
撮影場所：山都町城平
撮 影 者：佐藤　学
コメント：五月の晴れた日、山都町には美しい花が
輝きます。
　観光客はその輝きに感動しながら山紫水明の山都
町の素晴らしさを再確認しています。
　日ごろの美化運動が大きくものを云う季節です。

連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

R218の つつじ

6月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4 5 6 7
　そよう病院
　お田植祭 in 通
潤橋

　第 2回山都町
AJTA（玉入れ）
大会
　蘇陽小学校運
動会

8 9 10 11 12 13 14
　高田整形外科 　お知らせ版

15 16 17 18 19 20 21
　坂本クリニック 　 　山都町農業委

員会委員一般選
挙立候補予定者
説明会

22 23 24 25 26 27 28
　伴病院 　広報やまと 　上益城郡中体

連

29 30
　野田医院
　上益城郡中体
連

伴

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日


